
11
月
７
日
文
科
省
・
岩
手

県
共
催
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
の

八
峰
町
Ｃ
Ｓ
推
進
に
向
け
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

○
文
科
省
行
政
説
明

１
．
学
校
と
地
域
と
の
「
連

携
・
協
働
」
の
必
要
性

町
内
会
な
ど
の
地
域
活
動

や
自
然
・
環
境
保
護
に
関
す

る
活
動
に
対
す
る
住
民
の
貢

献
意
識
が
低
下
す
る
一
方
、

学
校
で
は
不
登
校
や
暴
力
行

為
、
日
本
語
指
導
や
特
別
支

援
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
が

増
加
し
て
い
る
。

地
域
連
携
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
学
校
も
、
貸
し
借
り

の
関
係
で
あ
れ
ば
、
差
が
あ

る
と
不
平
不
満
に
つ
な
が
る
。

開
か
れ
た
学
校
か
ら
更
に

一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
住
民

と
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
共
に
当
事
者
と
な
り
一

体
と
な
っ
て
子
供
達
を
育
む

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

改
正(

Ｈ
29
・
４
・
１)

・
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置

の
努
力
義
務
化

・
学
校
運
営
へ
の
必
要
な
支

援
に
関
す
る
協
議
の
役
割
、

必
要
な
委
員
を
追
加

・
委
員
の
任
命
に
関
す
る
校

長
の
意
見
申
し
出
を
規
定

・
任
用
に
関
す
る
意
見
の
柔

軟
化

・
複
数
校
で
一
つ
の
協
議
会

の
設
置
が
可
能
に

○
岩
手
県
教
委
行
政
説
明

岩
手
県
の
地
域
学
校
連
携
・

協
働
の
実
践
と
し
て
、
子
供
・

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
教
育

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
果
た
す
「
教
育
振
興

運
動
」
と
「
ま
な
び
フ
ェ
ス

ト
」
に
よ
る
学
校
教
育
目
標

具
現
化
策
の
発
信
や
学
校
評

議
員
制
度
等
に
よ
る
学
校
評

価
・
検
証
を
行
う
「
い
わ
て

型
Ｃ
Ｓ
」
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
学
校
連

携
・
協
働
を
見
直
す
視
点
は
、

①
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、

②
組
織
や
連
携
の
仕
組
み
の

確
認
、
③
役
割
を
明
確
に
し

た
取
組
、
④
成
果
や
課
題
の

共
有
、
と
考
え
る
。

○
実
践
発
表

①
岩
手
県
大
槌
町

小
中
一
貫
校
大
槌
学
園
で

９
年
間
を
つ
な
ぐ
育
ち
と
学

び
の
手
段
と
し
て
、
「
ふ
る

さ
と
科
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
セ
ッ
ト
で
行
っ

て
い
る
。
「
ふ
る
さ
と
科
」

は
生
き
る
力
の
育
成
と
ふ
る

さ
と
創
生
を
ね
ら
い
、
地
域

や
自
分
の
生
き
方
を
み
つ
め
、

大
槌
町
の
復
興
発
展
を
担
い

う
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

地
域
学
校
協
働
本
部
（
井

戸
端
会
議
室
）
を
校
内
に
作

り
、
地
域
の
方
と
協
働
体
制

づ
く
り
や
地
域
の
方
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
場
と
し
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
科
」
で
の
協
働

活
動
は
、
学
校
支
援
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
校
の
要

望
を
聞
き
、
地
域
の
方
に
丁

寧
に
説
明
し
て
協
力
を
得
る

こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。

②
岩
手
県
八
幡
平
市

安
代
小
を
研
究
校
に
指
定

し
、
平
成
31
年
度
に
市
内
全

校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
導
入
す
る
。

安
代
小
で
は
以
前
か
ら

「
教
育
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
放

課
後
教
室
で
の
丸
付
け
や
そ

ろ
ば
ん
学
習
な
ど
の
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
こ
れ
を
、
知
・

徳
・
体
に
グ
ル
ー
プ
化
し
知

育
・
徳
育
・
体
育
に
関
す
る

学
習
活
動
を
支
援
す
る
。

③
宮
城
県
登
米
市

平
成
30
年
度
を
め
ど
に
市

内
全
小
中
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
実
践
校
の

成
果
と
し
て
、
学
校
に
対
す

る
地
域
住
民
の
理
解
の
深
ま

り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

学
校
に
協
力
的
、
課
題
と
し

て
、
運
営
協
議
会
を
運
営
す

る
た
め
の
負
担
、
Ｃ
Ｓ
の
目

的
や
活
動
の
地
域
住
民
へ
の

一
層
の
周
知
が
あ
げ
ら
れ
る
。

○
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、

学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働

の
よ
さ
や
課
題
、
課
題
へ
の

対
応
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一
番
心
に
残
っ
た
の
は

「
学
校
も
地
域
もW

i
n

・W
i
n

に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
よ
う
活
動
に
し
た
い
」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。

持続可能な地域づくりに貢献する学校運営協議会～八峰町の未来を切り拓いていく人材の育成の一助となるために～

11
月
15
日
「
次
世
代
の
教

育
情
報
化
推
進
事
業
公
開
授

業
」
を
学
校
運
営
協
議
会
研

修
会
と
位
置
付
け
、
中
学
校

の
取
組
の
様
子
を
感
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
参
加
い
た
だ
い
た
委
員
の

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

公
開
授
業
１
で
国
語
・
数

学
・
体
育
、
公
開
授
業
２
で

理
科
・
英
語
の
授
業
を
参
観

し
ま
し
た
。
八
峰
町
小
中
学

校
で
は
以
前
か
ら
先
進
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
授
業
に
導
入
し
て

い
る
の
で
、
生
徒
は
操
作
に

慣
れ
て
お
り
、
電
子
黒
板
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
書
画
カ
メ
ラ

な
ど
の
機
器
が
効
果
的
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

授
業
後
の
東
京
学
芸
大
学

川
﨑
誠
司
教
授
の
講
演
で
は
、

八
峰
町
小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
よ
さ
に
触
れ
、
新

学
習
指
導
要
領
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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八
峰
Ｃ
Ｓ
通
信

元
気
な
人
が
多
い
で
す
ね
！

観
客
も
大
喜
び
で
盛
り
上
が

る
（
町
文
化
祭
芸
能
発
表
会
）

Ｃ
Ｓ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
岩
手
会
場
）
に
参
加
し
て

八
峰
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
参
観
〜
学
校
運
営
協
議
会
研
修
会

小
中
連
携
を
図
り
小
学
６
年

を
招
待
し
て
、
総
合
的
な
学

習
全
体
発
表
会

(

八
峰
中)

班
の
実
験
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
紹
介
、

「
一
次
関
数
だ
ろ
う
か
？
」


